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1. 概要 

本資料は，燃料加工建屋の重要区域における二重床について詳細図面等を示すものである。 

また，本資料は，以下の資料の補足説明をするものである。 

 

・添付書類「Ⅲ-3-1-1-2 燃料加工建屋の耐震計算書」 
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2. 重要区域における二重床の詳細について 

重要区域のうち，地下 3階（T.M.S.L. 35.00m）の二重床部については，第 2-1図に示すと

おり，基礎スラブ（上面レベル T.M.S.L. 34.23m）上に別途設けた構造（二重床）としてい

る。 

二重床の下部に位置する壁及び束壁（T.M.S.L. 34.23m～34.40m）並びに二重床を示す平面

図について，第 2-2図，第 2-3図に，配筋リストを第 2-1表，第 2-2表にそれぞれ示す。 

コンクリートの設計基準強度は 30(N/mm2)，鉄筋は SD345である。 

 

 

 
第 2-1図 二重床部の詳細断面図 
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断面図 

 

地下３階 平面図(T.M.S.L. 35.00m) 

    

第 2-2図 束壁部及び壁の平面図（T.M.S.L. 34.23m～34.40m） 
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特記なき場合は部材番号△1 とする。 

1 

1 

床 
基礎 束壁 

下図の断面

切断位置 

束壁等に支持される 

二重床部 

壁 

T.M.S.L. 31.53m 

T.M.S.L. 34.23m 

T.M.S.L. 35.00m 

壁 

束壁 
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第 2-1表 束壁及び壁の配筋リスト 

部材 

番号 

部材厚 

(mm) 

配筋 

縦筋 横筋 

束壁 

△1  600 2-D22@200 2-D22@200 

△2  700 2-D29@200 2-D29@200 

△3  800 2-D29@200 2-D29@200 

△4  1500 2-D35@200+2-D35@400 2-D35@200+2-D35@400 

壁 

○1  600 2-D22@200 2-D22@200 

○2  500 2-D22@200 2-D22@200 

○3  550 2-D22@200 2-D22@200 

○4  700 2-D29@200 2-D29@200 

○5  800 2-D29@200 2-D29@200 

○6  900 2-D32@200 2-D32@200 

○7  1000 2-D32@200 2-D32@200 

○8  1100 2-D32@200 2-D32@200 

○9  1200 2-D35@200 2-D35@200 

○10  1300 2-D35@200 2-D35@200 

○11  1500 2-D35@200+2-D35@400 2-D35@200+2-D35@400 

○12  1700 2-D35@200+2-D35@400 2-D35@200+2-D35@400 

○13  1700 4-D35@200 2-D35@200+2-D35@400 
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第 2-3図 二重床の平面図（T.M.S.L. 35.00m） 

 

第 2-2表 地下３階重要区域の床の配筋リスト 

部材 

番号 

部材

厚 

(mm) 

配筋 

配筋 

位置 

短辺（基礎 EW）方向 長辺（基礎 NS）方向 

端部 中央 端部 中央 

二重床 

□1  600 
上端 D19@200 D19@200 D19@200 D19@200 

下端 D19@200 D19@200 D19@200 D19@200 

□2  600 
上端 D22@200 D22@200 D19@200 D19@200 

下端 D22@200 D22@200 D19@200 D19@200 
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 1 

 1 

 1 

 1 
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3. 重要区域を構成する部材の詳細について 

重要区域を構成する壁及び床を示した平面図を第 3-1図～第 3-4図に，断面図を第 3-5図に

示す。また，配筋リストを第 3-1表～第 3-7表にそれぞれ示す。なお，二重床の配筋リストに

ついては，前項で示した表の再掲である。 

コンクリートの設計基準強度は 30(N/mm2)，鉄筋は SD345（部材番号□3 ，□4 ，□5 のみ SD390）

である。 

 

 

（壁部 T.M.S.L. 35.00m～38.30m，床部 T.M.S.L. 35.00m） 

第 3-1図 地下３階 平面図  
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第 3-1表 地下３階重要区域の壁の配筋リスト 

部材 

番号 

部材厚 

(mm) 

配筋 

縦筋 横筋 

壁 

○1  600 2-D22@200 2-D22@200 

○2  800 2-D29@200 2-D29@200 

○3  1800 2-D35@200+2-D35@400 2-D35@200+2-D35@400 

○4  2100 4-D35@200 2-D35@200+2-D35@400 

 

第 3-2表 地下３階重要区域の床の配筋リスト 

部材 

番号 

部材

厚 

(mm) 

配筋 

配筋 

位置 

短辺（基礎 EW）方向 長辺（基礎 NS）方向 
せん断補強筋 

端部 中央 端部 中央 

二重床 

□1  600 
上端 D19@200 D19@200 D19@200 D19@200 

－ 
下端 D19@200 D19@200 D19@200 D19@200 

□2  600 
上端 D22@200 D22@200 D19@200 D19@200 

－ 
下端 D22@200 D22@200 D19@200 D19@200 

基礎 

□3  3470 
上端 2-D41@200 2-D41@200 3-D41@200 3-D41@200 

－ 
下端 2-D41@200 2-D41@200 3-D41@200 3-D41@200 

□4  4920 
上端 5-D41@200 5-D41@200 4-D41@200 4-D41@200 

D22@400×@400 
下端 5-D41@200 5-D41@200 4-D41@200 4-D41@200 

□5  4920 
上端 5-D41@200 5-D41@200 6-D41@200 6-D41@200 

D38@200×@400 
下端 5-D41@200 5-D41@200 6-D41@200 6-D41@200 
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（壁部 T.M.S.L.  38.30m～43.20m，床部 T.M.S.L. 38.30m） 

第 3-2図 地下３階中２階 平面図 
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第 3-3表 地下３階中２階重要区域の壁の配筋リスト 

部材 

番号 

部材厚 

(mm) 

配筋 

縦筋 横筋 

壁 

○1  600 2-D22@200 2-D22@200 

○2  1000 2-D32@200 2-D32@200 

○3  1800 2-D35@200+2-D35@400 2-D35@200+2-D35@400 

○4  2100 4-D35@200 2-D35@200+2-D35@400 

 

第 3-4表 地下３階中２階重要区域の床の配筋リスト 

部材 

番号 

部材厚 

(mm) 

配筋 

配筋 

位置 

短辺方向 長辺方向 
せん断補強筋 

端部 中央 端部 中央 

床 □1  500 
上端 D19@200 D19@200 D19@200 D19@200 

－ 
下端 D19@200 D19@200 D19@200 D19@200 
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（壁部 T.M.S.L. 43.20m～50.30m，床部 T.M.S.L. 43.20m） 

第 3-3図 地下２階 平面図 
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重要区域の壁について特記なき場合は部材番号○2 とする。 
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第 3-5表 地下２階重要区域の壁の配筋リスト 

部材 

番号 

部材厚 

(mm) 

配筋 

縦筋 横筋 

壁 

○1  300 2-D16@200 2-D16@200 

○2  500 2-D22@200 2-D22@200 

○3  600 2-D22@200 2-D22@200 

○4  600 2-D29@200 2-D29@200 

○5  800 2-D29@200 2-D29@200 

○6  900 2-D32@200 2-D32@200 

○7  1500 2-D35@200+2-D35@400 2-D35@200 

○8  1800 2-D35@200+2-D35@400 2-D35@200+2-D35@400 

 

第 3-6表 地下２階重要区域の床の配筋リスト 

部材 

番号 

部材厚 

(mm) 

配筋 

配筋 

位置 

短辺方向 長辺方向 
せん断補強筋 

端部 中央 端部 中央 

床 

□1  600 
上端 D19@200 D19@200 D19@200 D19@200 

－ 
下端 D19@200 D19@200 D19@200 D19@200 

□2  600 
上端 D25@200 D25@200 D25@200 D25@200 

－ 
下端 D25@200 D25@200 D25@200 D25@200 

□3  600 
上端 D22@200 D22@200 D22@200 D22@200 

－ 
下端 D22@200 D22@200 D22@200 D22@200 

□4  700 
上端 D19@200 D19@200 D19@200 D19@200 

－ 
下端 D19@200 D19@200 D19@200 D19@200 

□5  900 
上端 D25@200 D25@200 D25@200 D25@200 

－ 
下端 D25@200 D25@200 D25@200 D25@200 

□6  1000 
上端 D25@200 D25@200 D25@200 D25@200 

－ 
下端 D25@200 D25@200 D25@200 D25@200 
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（床部 T.M.S.L. 50.30m） 

第 3-4図 地下１階 平面図 
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第 3-7表 地下１階重要区域の壁の配筋リスト 

部材 

番号 

部材厚 

(mm) 

配筋 

配筋 

位置 

短辺方向 長辺方向 
せん断補強筋 

端部 中央 端部 中央 

床 

□1 600 
上端 D19@200 D19@200 D19@200 D19@200 

－ 
下端 D19@200 D19@200 D19@200 D19@200 

□2 600 
上端 D22@200 D22@200 D22@200 D22@200 

－ 
下端 D22@200 D22@200 D22@200 D22@200 
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(a) NS方向

(b) EW方向

第 3-5図 断面図 
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